
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年１月13日

【四半期会計期間】 第65期第２四半期（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）

【会社名】 カネコ種苗株式会社

【英訳名】 KANEKO SEEDS CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　金子　正明

【本店の所在の場所】 群馬県前橋市古市町一丁目50番地12

【電話番号】 027（251）1619

【事務連絡者氏名】 常務取締役財務部長　　長谷　浩克

【最寄りの連絡場所】 群馬県前橋市古市町一丁目50番地12

【電話番号】 027（251）1619

【事務連絡者氏名】 常務取締役財務部長　　長谷　浩克

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

 

EDINET提出書類

カネコ種苗株式会社(E00004)

四半期報告書

 1/17



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第64期

第２四半期連結
累計期間

第65期
第２四半期連結
累計期間

第64期

会計期間

自平成22年
６月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
６月１日
至平成23年
11月30日

自平成22年
６月１日
至平成23年
５月31日

売上高（千円） 22,849,56222,152,54551,072,624

経常利益（千円） 462,583 326,105 1,785,797

四半期（当期）純利益（千円） 265,880 170,800 998,341

四半期包括利益又は包括利益（千円） 261,998 155,822 1,000,604

純資産額（千円） 11,133,28811,777,64011,761,940

総資産額（千円） 29,419,75428,812,40136,481,445

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 22.80 14.65 85.61

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 37.6 40.6 32.0

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） △2,053,643△1,395,241 △39,306

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △64,120 △100,637 △87,758

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） 1,864,679 1,865,798 △459,093

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
2,099,343 2,136,187 1,766,267

　

回次
第64期

第２四半期連結
会計期間

第65期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
９月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 8.42 1.79

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第64期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内外の様々なマイナス要因の影響により引続き厳しい状況

となりました。東日本大震災と原発事故及びそれに伴う電力供給の制約、回復しない雇用情勢、欧州の政府債務危機

などを背景とした海外景気の下振れや円高、タイの大洪水により製造業を中心に国内企業にも多大な損害がもたら

されたこと等であります。

また、国内農業の状況は、農業従事者の平均年齢が65歳を上回るほどの高齢化や食料自給率の低迷等に加え、東日

本大震災と原発事故が、農地・農業用施設へ損傷や放射能汚染等の直接的な損害に加え農産物への風評被害を発生

させ、さらにＴＰＰ問題等、圧迫あるいは不透明要因が多く存在しています。

こうしたなか、当社の業績は、売上高221億52百万円で前年同四半期比６億97百万円（3.1％）減となり、利益面で

も、営業利益３億３百万円で前年同四半期比１億45百万円（32.5％）減、経常利益３億26百万円で前年同四半期比

１億36百万円（29.5％）減、四半期純利益１億70百万円で前年同四半期比95百万円（35.8％）減となりました。

　　

　

セグメントの概況は以下のとおりであります。

　

（種苗事業）

種苗事業においては、タマネギ種子が天候不順による生産の不調から販売可能数量が確保できず売上減となった

ほか、公共工事需要の低迷により緑化工事用種苗の販売が減少したことなどから、売上高28億75百万円で前年同四

半期比5.8％の減収となりました。

　

（花き事業）

花き事業においては、当社品種の優位性が認められ営利栽培農家向けトルコギキョウ種苗・スターチス苗の販売

が増加したものの、消費低迷の影響等からホームユース向けの園芸用品の販売が減少し、売上高39億29百万円で前

年同四半期比8.0％の減収となりました。

　

（農材事業）

主要取扱商品の農薬は、秋の病害虫の発生が減少したことに加え、放射能問題とそれに伴う風評被害等の影響に

より農家の購買意欲が減退したこと、また、秋の早期予約納品の来春へのずれ込み等により、売上高96億49百万円で

前年同四半期比3.7％の減収となりました。

　

（施設材事業）

施設材事業においては、農家の設備投資意欲の減退に伴い、養液栽培プラントや農業用ハウスの完工売上高は減

少したものの、ここ２～３年取組んできた営業体制の拡充によるきめ細かな営業が売上増進に貢献したことに加

え、台風被害による農業資材の更新需要等に支えられ、売上高55億79百万円で前年同四半期比3.2%の増収となりま

した。

　

（造園事業）

売上高１億19百万円で前年同四半期比増収となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

較して３億69百万円増加し、21億36百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、13億95百万円（前年同四半期比32.1％減）となりました。

　これは主に、仕入債務の減少額96億96百万円が、売上債権の減少額73億66百万円及びたな卸資産の減少額８億28百

万円を上回ったことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、１億円（前年同四半期比57.0％増）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出１億35百万円などによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果獲得した資金は、18億65百万円（前年同四半期比0.1％増）となりました。

　これは主に、営業活動により使用した資金を、短期借入金で調達したことによるものであります。

　　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、260,892千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,772,626 11,772,626

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数　100株

計 11,772,626 11,772,626 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

  　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年９月１日～

平成23年11月30日
－ 11,772,626 － 1,491,267 － 1,751,682

　

EDINET提出書類

カネコ種苗株式会社(E00004)

四半期報告書

 5/17



（６）【大株主の状況】

 平成23年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 株式会社あかぎ興業  群馬県前橋市日吉町2－11－21 591 5.02

 株式会社群馬銀行  群馬県前橋市元総社町194 490 4.16

 金子　昌弘  群馬県前橋市 469 3.98

 金子　才十郎  群馬県前橋市 341 2.89

 金子　悦三　  群馬県前橋市　 341 2.89

 カネコ種苗従業員持株会  群馬県前橋市古市町1-50-12　 314 2.67

 株式会社東和銀行  群馬県前橋市本町2-12-6 310 2.64

 金子　教子  群馬県前橋市 185 1.57

 群馬ハンディホンサービス株式

 会社
 群馬県伊勢崎市赤堀今井町1-280-1　 182 1.54

 中村　朱実  群馬県前橋市 153 1.29

計 － 3,381 28.72

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式  　112,100 － －

完全議決権株式（その他）  普通株式 11,618,700 116,187 －

単元未満株式  普通株式 　  41,826 －  －

発行済株式総数           11,772,626 － －

総株主の議決権 － 116,187 －

 

②【自己株式等】

 平成23年11月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

カネコ種苗株式会社
群馬県前橋市古市町

1-50-12
112,100 － 112,100 0.95

計 － 112,100 － 112,100 0.95

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成

23年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年５月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,154,767 2,499,687

受取手形及び売掛金 19,846,774 12,500,623

商品 5,225,373 4,343,620

その他 1,509,499 1,701,346

貸倒引当金 △82,312 △56,346

流動資産合計 28,654,102 20,988,932

固定資産

有形固定資産

土地 4,150,042 4,150,042

その他（純額） 1,847,850 1,900,080

有形固定資産合計 5,997,892 6,050,123

無形固定資産 136,891 125,339

投資その他の資産

その他 1,763,929 1,663,069

貸倒引当金 △71,370 △15,063

投資その他の資産合計 1,692,559 1,648,006

固定資産合計 7,827,343 7,823,468

資産合計 36,481,445 28,812,401

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,550,125 10,165,341

短期借入金 2,235,000 4,245,000

未払法人税等 356,493 146,180

その他 1,249,303 1,156,004

流動負債合計 23,390,922 15,712,526

固定負債

退職給付引当金 1,017,302 1,026,239

役員退職慰労引当金 222,230 201,530

その他 89,050 94,465

固定負債合計 1,328,582 1,322,234

負債合計 24,719,504 17,034,761

純資産の部

株主資本

資本金 1,491,267 1,491,267

資本剰余金 1,752,037 1,752,037

利益剰余金 8,435,081 8,465,953

自己株式 △65,968 △66,163

株主資本合計 11,612,417 11,643,095

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 74,392 45,338

その他の包括利益累計額合計 74,392 45,338

少数株主持分 75,130 89,206

純資産合計 11,761,940 11,777,640

負債純資産合計 36,481,445 28,812,401
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 22,849,562 22,152,545

売上原価 19,120,264 18,612,653

売上総利益 3,729,297 3,539,892

販売費及び一般管理費 ※
 3,280,063

※
 3,236,639

営業利益 449,234 303,252

営業外収益

受取配当金 12,807 11,119

受取家賃 25,528 26,786

その他 11,953 6,915

営業外収益合計 50,289 44,821

営業外費用

支払利息 18,721 18,308

投資事業組合運用損 6,777 1,113

為替差損 11,412 2,538

その他 29 7

営業外費用合計 36,939 21,968

経常利益 462,583 326,105

特別利益

投資有価証券売却益 － 581

貸倒引当金戻入額 32,943 －

特別利益合計 32,943 581

特別損失

投資有価証券売却損 － 2,256

投資有価証券評価損 － 5,148

その他 613 939

特別損失合計 613 8,344

税金等調整前四半期純利益 494,914 318,342

法人税等 206,368 133,428

少数株主損益調整前四半期純利益 288,545 184,913

少数株主利益 22,664 14,112

四半期純利益 265,880 170,800
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 288,545 184,913

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △26,547 △29,090

その他の包括利益合計 △26,547 △29,090

四半期包括利益 261,998 155,822

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 239,385 141,746

少数株主に係る四半期包括利益 22,613 14,076
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年６月１日
　至　平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 494,914 318,342

減価償却費 94,514 103,593

売上債権の増減額（△は増加） 7,179,855 7,366,587

たな卸資産の増減額（△は増加） 404,255 828,162

仕入債務の増減額（△は減少） △9,464,484 △9,696,848

その他 △367,253 14,147

小計 △1,658,198 △1,066,015

法人税等の支払額 △388,435 △320,368

その他 △7,009 △8,858

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,053,643 △1,395,241

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △69,540 △135,152

投資有価証券の売却による収入 － 7,575

その他 5,420 26,939

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,120 △100,637

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,010,000 2,010,000

配当金の支払額 △137,611 △138,889

その他 △7,708 △5,311

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,864,679 1,865,798

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △253,083 369,919

現金及び現金同等物の期首残高 2,352,426 1,766,267

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,099,343

※
 2,136,187
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年11月30日）

 税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年６月１日
至  平成23年11月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年５月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年11月30日）

　　　受取手形裏書譲渡高　　71,326千円　 　　　受取手形裏書譲渡高　　　　4,277千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 　(千円）

従業員給与及び手当 960,567

従業員賞与 325,866

退職給付費用 106,909

役員退職慰労引当金繰入額 6,800

 　(千円）

従業員給与及び手当 971,271

従業員賞与 327,567

退職給付費用 95,906

役員退職慰労引当金繰入額 6,800
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年６月１日
至　平成23年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年11月30日現在） （平成23年11月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 2,487,843

預入期間が３か月を超える定期預金 △388,500

現金及び現金同等物 2,099,343

 

 （千円）

現金及び預金勘定 2,499,687

預入期間が３か月を超える定期預金 △363,500

現金及び現金同等物 2,136,187

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年11月30日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年８月27日

定時株主総会
普通株式 139,932 12 平成22年５月31日 平成22年８月30日利益剰余金

　

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末　

後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年１月６日

取締役会
普通株式 104,947 9  平成22年11月30日 平成23年２月16日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年６月１日　至　平成23年11月30日）

　１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年８月30日

定時株主総会
普通株式 139,928 12 平成23年５月31日 平成23年８月31日利益剰余金

　

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　
　

（決議）
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年１月６日

取締役会
普通株式 104,944 9  平成23年11月30日 平成24年２月16日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年６月１日 至平成22年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　   （単位：千円）

 
種苗
事業

花き
事業

農材
事業　

施設材
事業　

造園
事業

合計

売上高     　  

外部顧客への売上高 3,053,6134,269,35310,017,2355,408,229101,132　 22,849,562
セグメント間の内部売上高
又は振替高

18,079 125 272 10,639 －　 29,115

計 3,071,6924,269,47810,017,5075,418,868101,132　 22,878,677

セグメント利益又は損失（△） 509,478△44,092183,925196,424△10,282　 835,453

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 835,453

全社費用（注） △386,219

四半期連結損益計算書の営業利益 449,234　

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年６月１日 至平成23年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　        （単位：千円）

 
種苗
事業

花き
事業

農材
事業　

施設材
事業　

造園
事業

合計

売上高     　  

外部顧客への売上高 2,875,2023,929,4119,649,1715,579,583119,178　 22,152,545
セグメント間の内部売上高
又は振替高

17,073 31 642 9,583 －　 27,329

計 2,892,2753,929,4429,649,8135,589,166119,178　 22,179,874

セグメント利益又は損失（△） 384,681△60,904146,618216,211△3,574　 683,032

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 683,032

全社費用（注） △379,780

四半期連結損益計算書の営業利益 303,252　

　　　　（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　該当事項はありません。　
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（金融商品関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。　

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。　

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。なお、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成22年６月１日
至  平成22年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成23年６月１日
至  平成23年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 22円80銭 14円65銭

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円） 265,880 170,800　

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 265,880 170,800　

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,660 11,660　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成24年１月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

 （イ）配当金の総額 ………………………………………… 104,944千円

 （ロ）１株当たりの金額 …………………………………… 9円00銭

 （ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 …………… 平成24年２月16日

（注）平成23年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年１月12日

カネコ種苗株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 野口　和弘　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 今西　恭子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカネコ種苗株式会社

の平成23年６月１日から平成24年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23

年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年６月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カネコ種苗株式会社及び連結子会社の平成23年11月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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